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第３章 稲沢市が抱える課題の整理

１．時代潮流からみた都市づくりの方向性の整理
ここでは、国が今後の国土づくりの基本的な考え方を示す『国土のグランドデザイン2050』及び
県が都市計画の基本的方針を示す『愛知の都市づくりビジョン』を踏まえることで、本市における時
代潮流からみた都市づくりの方向性を整理します。

国土のグランドデザイン2050 愛知の都市づくりビジョン

時代潮流からみた
都市づくりの方向性

国土を巡る大きな状況の変化や
危機感を共有しつつ2050（令
和32）年を見据えた国土づくり
の理念や考え方

人口減少・超高齢社会*の到来
や大規模自然災害などへ対応す
るための県における今後の都市
計画の基本的方針

基本戦略 都市づくりの基本方向
国土の細胞としての「小さな拠
点」と、高次地方都市連合*等
の構築
コンパクト＋ネットワーク*により
新たな活力の集積を図り、それらが
重層的に重なる国土の形成

➡

暮らしやすさを支える集約型都
市構造*への転換
・都市ごとの特性を踏まえた集約型
都市構造*への転換
・集約型都市が公共交通などの交通
軸により結ばれた多核連携型の
ネットワークの形成・充実

○集約型都市構造*の
　構築及びネットワー
クの形成・充実

都
市
構
造

攻めのコンパクト・新産業連合・
価値創造の場づくり
人・モノ・情報が活発に行き交う中
で新たな価値の創造・イノベーショ
ン

➡

力強い愛知を支えるさらなる産
業集積の推進
・将来にわたって力強い愛知を支え
るさらなる産業集積の推進
・広域幹線道路ネットワークの整備
とともに、産業集積地へのアクセ
ス道路の整備

○都市の力強さを
　支える産業の振興

都
市
活
力

スーパー・メガリージョン*と
新たなリンクの形成
リニア中央新幹線が三大都市圏を結
ぶスーパー・メガリージョン*の構
築と新たな価値の創出

日本海・太平洋２面活用型国土
と圏域間対流の促進
諸機能が集中している太平洋側だけ
でなく日本海側も重視し、双方の連
携を強化

国の光を観せる観光立国の実現
各地域が自らの宝を探し、誇りと愛
着を持ち、活力に満ちた地域社会の
実現

田舎暮らしの促進による地方へ
の人の流れの創出
ＵＩＪターン*、元気なうちの田舎
暮らし、二地域生活・就労等の促進

➡

リニア新時代に向けた地域特性
を最大限活かした対流の促進
・リニア開業に向け都市機能の高次
化・強化
・地域特有の産業、歴史・文化資源、
豊かな自然資源などを活かした地
域づくりによる様々な対流の促進
・広域交通網を最大限活用するとと
もに、都市内における新たな交通
基盤の整備

○リニア開業を生かし
た交流の促進
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国土のグランドデザイン2050 愛知の都市づくりビジョン

時代潮流からみた
都市づくりの方向性

国土を巡る大きな状況の変化や
危機感を共有しつつ2050（令
和32）年を見据えた国土づくり
の理念や考え方

人口減少・超高齢社会*の到来
や大規模自然災害などへ対応す
るための県における今後の都市
計画の基本的方針

基本戦略 都市づくりの基本方向
子供から高齢者まで生き生きと
暮らせるコミュニティの再構築
あらゆる世代が地域と積極的に関わ
り、生き生きと暮らせる社会の実現

➡

暮らしやすさを支える集約型都
市構造*への転換
・散在する集落地等において、日常
生活に必要な機能の立地や地域住
民の交流・地域活動等を促進する
場の形成
・拠点間の連携・補完や拠点へのア
クセス性の充実を図るため、都市
機能の立地誘導と一体となって公
共交通の利用を促進

○暮らしやすさを
　支える機能や
　移動手段の確保

都
市
生
活

美しく、災害に強い国土
美しい国土を守り、国土全体の最大
限の有効活用と災害に強い国土づく
り ➡

大規模自然災害等に備えた安全
安心な暮らしの確保
・防災・減災に資する施設整備や密
集市街地の改善
・交通安全対策や歩行経路のバリア
フリー化などの推進

○安心・安全に資する
　防災・減災への対応

➡

リニア新時代に向けた地域特性
を最大限活かした対流の促進
・地域特有の産業、歴史・文化資源、
豊かな自然資源などを活かした地
域づくり

○良好な景観、自然
　環境の保全・活用

都
市
環
境

戦略的サブシステムの構築も含
めたエネルギー制約・環境問題
への対応
エネルギー制約・環境問題への対応
のため、新たなエネルギーの活用や
省エネの推進

➡

自然環境や地球温暖化に配慮し
た環境負荷の小さな都市づくり
の推進
・良好な都市環境の形成
・都市部における低炭素化の推進

○環境負荷の低減

インフラを賢く使う
既存ストック*の最大限の活用、
様々な人・モノ・情報の流れを活発
化する「対流基盤」としてのインフ
ラの高度化

民間活力や技術革新を取り込む
社会
民間の活力を最大限に活用したイノ
ベーションにあふれる活力ある国土
づくり

国土・地域の担い手づくり
人口減少下でも持続可能な地域社会
の実現のため、国土・地域づくりの
担い手の確保

➡

暮らしやすさを支える集約型都
市構造*への転換
・既存ストック*を活用するなど効
率的な都市経営の視点も踏まえ、
必要に応じ都市施設*の配置の見
直し

○持続可能な都市の
　形成

都
市
運
営
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【強み】
○市街化区域*の人口密度は、1975（昭
和50）年の52.5人/haから、2015（平
成27）年には62.7人/haへと増加し、
人口集積が進んでいます。
○市内には３路線の鉄道が南北方向に縦断
し、11駅が設置されています。
○コミュニティバスは名鉄国府宮駅、ＪＲ
稲沢駅と市役所を中心に路線が設定さ
れ、市民の移動を支えています。
○最も乗降客数が多い名鉄国府宮駅におい
ては、自動車、バス、二輪車の利用が多
く、広い駅勢圏を有しています。
○東部では地区相互で自由目的の人の流れ
の結びつきが強く、西部では名鉄国府宮
駅や市民病院、市役所、大規模商業施設
が立地する東部との人の流れの結びつき
が強い傾向にあります。
○本市は、南北方向に整備された幹線道路
により名古屋市や一宮市へのアクセス利
便性が高い広域交通体系を形成していま
す。また、ＪＲ稲沢駅から市役所間を結
ぶ区間で交通量が多く、市内の東西軸を
形成しています。

630 638 660 660

898 898 898 898 898

52.5 55.6
61.7 60.8 56.2 57.4 59.2 59.2 62.7

0.0

50.0

100.0

0

500

1,000

1975
（昭和50）

1980
（昭和55）

1985
（昭和60）

1990
（平成2）

1995
（平成7）

2000
（平成12）

2005
（平成17）

2010
（平成22）

2015
（平成27）

(人/ha)(ha)

市街化区域面積（ha） 市街化区域人口密度（人/ha）

市街化区域面積と人口密度の推移

（年）

 

稲沢市内を発地とする自由目的の人の流れ

都市構造　～集約型都市構造 * の構築及びネットワークの形成・充実～視点

　出典：国勢調査、都市計画年報、愛知県都市計画基礎調査*

２．基本的課題の整理
時代潮流からみた都市づくりの方向性の整理を踏まえ、５つの視点（都市構造、都市活力、都市生
活、都市環境、都市運営）から、本市における現況の強み及び弱みを整理した上で、本市の基本的課
題を整理します。

　出典：2011（平成23）年パーソントリップ調査
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【弱み】
○土地区画整理事業*完了から長期間が経過
した名鉄国府宮駅周辺において、青空駐車
場などの低未利用地*が点在し、有効な土
地利用が図られていない状況にあります。
○本市の人口は今後減少する見込みであり、
人口減少に歯止めをかける必要があります
が、市街化区域*内の人口密度は高く、ま
とまりのある低未利用地*も少ないため、
まとまった住宅地の確保が厳しい状況にあ
ります。
○高齢化は今後さらに加速し、2040（令和
22）年には高齢化率が34.3％にのぼると
見込んでいます。
○名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅の周辺におい
て人口密度が高い一方、人口が減少してい
る地区がみられます。
○商業系の土地利用の集積を想定している近
隣商業地域及び商業地域の一部において、
商業系の土地利用が進んでいません。

稲沢市の将来人口の見通し

※将来人口推計結果は、以下により推計 
・結婚や子育てに係る市民の意識の変化や子育て支援環
境の整備などにより出生率が改善する（出生率が2020
（令和2）年で1.60、2030（令和12）年で1.80、2040（令
和22）年で2.07）
・雇用や宅地の創出によって人の定着と流入が促される
（純移動率*が5年ごとに+0.5ポイント）

136,965 136,442 136,867 
131,943 

129,523 127,741 
126,420 125,275 

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

2005
（平成17）

2010
（平成22）

2015
（平成27）

2020
（令和2）

2025
（令和7）

2030
（令和12）

2035
（令和17）

2040
（令和22）

（人）

（年）

人口増減数の地域別推移2010（平成22）年-2015（平成27）年

⃝将来の人口減少・高齢化に対応した都市構造の構築
⃝中心市街地（名鉄国府宮駅及びＪＲ稲沢駅周辺）の活性化・にぎわい創出
⃝人口減少に歯止めをかける計画的な住居系新市街地の形成
⃝市民の移動を支える公共交通や道路の交通ネットワーク構築

基本的課題

　出典：稲沢市ステージアッププラン

　出典：国勢調査
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【強み】
○本市は名古屋駅からのアクセス利便性の
高さや広域交通条件に恵まれた立地特性
を有しています。
○本市は製造業に従事する人口が多く、機
械器具、プラスチック、エレクトロニク
スなど広い範囲の製造業が中心となって
います。
○本市の農業の特色として植木産業があげ
られ、緑化木の出荷本数は県内の約８割
を占めています。
○市内には尾張大國霊神社（国府宮）をは
じめとする歴史・文化に関わるものや、
木曽川やそぶえイチョウ黄葉まつりと
いった自然に関わるものなど、観光資源
が分布しています。
　観光入込客数は、2013（平成25）年以降、
年間200万人を超える水準で推移し、こ
のうち尾張大國霊神社（国府宮）の観光
入込客数が概ね100万人と突出しています。

都市活力　～都市の力強さを支える産業の振興、リニア開業を生かした交流の促進～視点

就業人口と特化係数

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
1.2
1.4
1.6

0

5,000

10,000

15,000

農
業
、林
業

漁
業

鉱
業
、採
石
業
、砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、郵
便
業

卸
売
業
、小
売
業

金
融
業
、保
険
業

不
動
産
業
、物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、娯
楽
業

教
育
、学
習
支
援
業

医
療
、福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

公
務（
他
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）

分
類
不
能
の
産
業

特化係数就業人口（人）

就業人口（男） 就業人口（女） 特化係数（男） 特化係数（女）

観光入込客数の動向

0
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（平成25）
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荻須記念美術館 尾張大國霊神社(国府宮） 国府宮はだか祭
いなざわ植木まつり 稲沢あじさいまつり 稲沢まつり
矢合観音 稲沢夏まつり そぶえイチョウ黄葉まつり
稲沢サンドフェスタ いなざわ梅まつり 善光寺東海別院
合計

（年）

　出典：商業統計調査（2012（平成24）年は経済センサス）　出典：商業統計調査（2012（平成24）年は経済センサス）

　出典：2015（平成27）年国勢調査

【弱み】
○まとまりのある低未利用地*が少ないため、市街化区域*内における新たな産業用地の受け皿が不
足している状況にあります。
○卸売業、小売業ともに商店数が減少傾向にあります。

⃝産業振興や、さらなる産業立地の受け皿の確保
⃝本市の特色である植木産業をはじめとする農業の振興
⃝本市に分布する観光資源を生かした観光の振興

基本的課題
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　出典：観光レクリエーション利用者統計
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市街化区域と市街化調整区域の面積内訳の推移 市街化区域と市街化調整区域の人口内訳の推移
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【強み】
○下水道は市域全体で965.6ha（2019（平
成31）年3月末時点）が供用開始されて
います。
○東部における市街化区域*内においては
街区公園*の整備が進んでいます。
○市内には３路線の鉄道が南北方向に縦断
し、11駅が設置されており、コミュニティ
バスは名鉄国府宮駅、ＪＲ稲沢駅と市役
所を中心に路線が設定されています。

【弱み】
○年少人口、生産年齢人口が減少している
一方、高齢者人口は増加を続けるととも
に高齢化率も上昇しています。
○市民の約６割が居住する市街化調整区
域*で高齢化が進み、日常の生活利便施
設や医療・福祉施設など、徒歩による利
用が困難な地域もみられます。
○西部を中心に木曽川及び日光川の浸水災
害が想定されています。また、市街地で
は局地的集中豪雨による浸水被害がみら
れます。

都市生活　～暮らしやすさを支える機能や移動手段の確保、安心・安全に資する防災・減災への対応～視点

　出典：国勢調査、愛知県都市計画基礎調査　出典：都市計画年報、愛知県都市計画基礎調査

⃝市民の約６割が居住し、高齢化が進行する市街化調整区域 *における暮らしやすさの維持
⃝若者世代の転入を呼び込む市街地の形成
⃝想定される災害リスクを踏まえた災害に強い都市の形成

基本的課題

都市公園の分布状況図

年齢３区分別人口の推移
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　出典：稲沢市資料

　出典：国勢調査
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【強み】
○市域西端の木曽川に面して、サリオパーク祖父江の水辺空間を活用したレクリエーションが行われ
ています。
○地域の資源として、境内林が残る社寺が市全域に分布しています。

都市環境　～良好な景観、自然環境の保全・活用、環境負荷の低減～視点

稲沢市における手段別移動の内訳
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【弱み】
○過去40年間で徒歩や自転車利用の割合が大きく減少している一方、自動車利用が増加しており、
車への依存度が高まっています。
○農地などの自然的土地利用が減少傾向となっています。

⃝社寺林、農地や木曽川などの豊かな自然環境の保全
⃝公共交通や自転車の利活用促進による環境負荷の低減

基本的課題

　出典：2011（平成23）年パーソントリップ調査
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【強み】
○市内には３路線の鉄道が南北方向に縦断し、11駅が設置されており、都市計画道路*、都市公園*、
下水道などの整備が順次進められています。

都市運営　～持続可能な都市の形成～視点

歳入決算額の推移（普通会計）
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　出典：地方財政状況調査

【弱み】
○財政力指数は概ね横ばいの状況にあり、2017（平成29）年時点で0.915と１を下回っています。
○市税収入は近年概ね横ばい状況にありますが、合併算定替*の段階的な縮減により地方交付税の減
収が見込まれるのに対し、義務的経費*は徐々に増加していく見通しであり、今後財政構造の硬直
化が進んでいく懸念があります。
○道路、橋りょうなどの都市基盤施設*と公共建築物の維持・更新に関して、今後年間約36億円の財
源不足が予測されています。

⃝既存ストック *を最大限生かしたインフラ施設の長寿命化などによるコスト削減
⃝必要な公共サービスの維持と施設量の適正化

基本的課題




